
10

20

JP 7202511 B2 2023.1.12

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7202511号

(P7202511)
(24)登録日　令和4年12月28日(2022.12.28)(45)発行日　令和5年1月12日(2023.1.12)

(54)【発明の名称】　内炎式バーナー

(51)国際特許分類
　   Ｆ２３Ｄ 14/06 (2006.01)

ＦＩ
　Ｆ２３Ｄ 14/06 　　　Ｋ 　　　

(21)出願番号　 特願2019-19181(P2019-19181)
(22)出願日　 平成31年1月18日(2019.1.18)
(65)公開番号　 特開2020-118433(P2020-118433 

A)
(43)公開日　 令和2年8月6日(2020.8.6)

審査請求日　 令和3年6月28日(2021.6.28)

(73)特許権者　 519093506
株式会社建厨
愛知県あま市篠田八原１０３番地

(72)発明者　 村本  旭
愛知県あま市篠田八原１０３番地

審査官　 豊島  ひろみ

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
バ ー ナ ー ヘ ッ ド ４ と バ ー ナ ー ボ デ ィ １ １ と 円 環 部 ｅ と よ り な る 内 炎 式 バ ー ナ ー に お い て 、  
円 環 部 ｅ は 上 円 環 ｘ と 下 円 環 ｚ と 、 上 下 円 環 に 挟 ま れ た 仕 切 板 ｙ と で 構 成 さ れ 、 そ の 上 下  
円 環 は そ れ ぞ れ 凹 溝 と 凸 溝 が 交 互 に 連 続 し て 形 成 さ れ て い て 、 更 に 各 凹 溝 、 各 凸 溝 は 各 円  
環 の 中 心 線 に 対 し て の 振 り 角 の 範 囲 が １ ０ ° か ら ３ ０ ° で 形 成 さ れ て お り 、 前 記 凹 溝 と 前  
記 凸 溝 の 振 り 角 は 全 て 同 一 の 振 り 角 で あ り 、 且 つ 各 溝 の ガ ス 流 入 口 は ガ ス 噴 出 口 よ り 大 き  
く 形 成 さ れ て い る 内 炎 式 バ ー ナ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 バ ー ナ ー ヘ ッ ド ４ と バ ー ナ ー ボ デ ィ １ １ に 挟 ま れ た 円 環 ｅ は 、 円 錐 状 に 形 成  
さ れ た 仕 切 板 ｙ と 上 方 に 向 か っ て 同 じ 傾 斜 に 形 成 さ れ た 上 円 環 ｘ 、 下 円 環 ｚ で 、 構 成 さ れ  
た 内 炎 式 バ ー ナ ー に 関 す る 。
　 本 発 明 は 、 環 状 の バ ー ナ ー 本 体 の 内 周 に 内 向 き に 開 口 す る 多 数 の 炎 孔 を 有 す る 内 炎 式 バ  
ー ナ ー に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の 内 炎 式 バ ー ナ ー は 、 炎 孔 の 周 り に 二 次 空 気 の 取 り 入 れ が 必 要 で あ り 、 炎 孔 と 炎 孔 の  
間 に 二 次 空 気 の 入 る 空 間 が 必 要 で あ り 、 隣 り 合 う 炎 孔 は そ れ ぞ れ 独 立 し て 空 気 の 取 り 入 れ  

請求項の数　1　（全9頁）
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や す い 様 に 構 成 さ れ て い る か ら 内 炎 式 バ ー ナ ー の 内 周 面 に は 炎 孔 の 数 を 多 く は 構 成 で き な  
い 、 内 炎 式 バ ー ナ ー の 直 径 を 小 径 に す る 様 な 小 型 の 内 炎 式 バ ー ナ ー で は 、 燃 焼 面 積 が 二 次  
空 気 の 空 間 が 必 要 な 為 に 不 足 し 、 ガ ス 量 を 多 く 燃 焼 さ せ る と 、 不 完 全 燃 焼 を 起 こ す 、 炎 孔  
の 穴 径 を 大 き く す る と 、 逆 火 が 発 性 し て 燃 焼 検 査 に 、 合 格 す る に は 難 し い 技 術 が あ り ま し  
た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 示 す 内 炎 式 バ ー ナ ー で は 、 各 炎 孔 を 所 定 の 振 り 角 度 で 周 方 向 に  
傾 斜 さ せ 、 各 炎 孔 か ら 噴 出 ガ ス の 燃 焼 で 生 成 さ れ る 火 炎 が バ ー ナ ー 中 央 部 で 旋 回 し つ つ 合  
流 し て 、 上 方 に 立 ち 上 る 柱 状 の 集 合 火 炎 が 形 成 さ れ る も の は 知 ら れ て い る 。 し か し 何 れ も  
炎 孔 の 周 り に は 二 次 空 気 の 取 り 入 れ 空 間 が 必 要 で あ り 、 同 じ 内 周 面 で は 、 多 数 の 炎 孔 部 は  
形 成 で き な い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 平 ４ － ３ ５ ３ ３ ０ ８ 号
特 許 第 ４ １ ２ ９ ２ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 来 内 炎 式 バ ー ナ ー は 各 炎 孔 か ら の ガ ス 噴 出 軸 線 が 周 方 向 に 傾 く 様 に 各 炎 孔 を 所 定 の 振 り  
角 で 周 方 向 に 傾 斜 さ せ 、 火 炎 が バ ー ナ ー 中 央 部 で 旋 回 し つ つ 、 上 方 に 集 合 火 炎 が 形 成 さ れ  
る 様 に し た も の は 知 ら れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） ま た （ 特 許 文 献 ２ 参 照 。  
） ガ ス 噴 出 軸 線 と の 接 点 部 分 を 下 段 、 と 上 段 で 角 度 を 変 え て ガ ス を 噴 出 す る 内 炎 式 バ ー ナ  
ー も あ る が 、 燃 焼 性 を 維 持 し つ つ 熱 効 率 を 向 上 さ せ る た め に は 二 次 空 気 の 取 入 れ を 炎 孔 部  
の 周 り か ら 多 く と る 必 要 が あ る 。 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 欠 点 を な く す 為 に な さ れ た も の  
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
バ ー ナ ー ヘ ッ ド ４ と バ ー ナ ー ボ デ ィ １ １ と 円 環 部 ｅ と よ り な る 内 炎 式 バ ー ナ ー に お い て 、  
円 環 部 ｅ は 上 円 環 ｘ と 下 円 環 ｚ と 、 上 下 円 環 に 挟 ま れ た 仕 切 板 ｙ と で 構 成 さ れ 、 そ の 上 下  
円 環 は そ れ ぞ れ 凹 溝 と 凸 溝 が 交 互 に 連 続 し て 形 成 さ れ て い て 、 更 に 各 凹 溝 、 各 凸 溝 は 各 円  
環 の 中 心 線 に 対 し て の 振 り 角 の 範 囲 が １ ０ ° か ら ３ ０ ° で 形 成 さ れ て い る 内 炎 式 バ ー ナ ー  
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 円 環 ｘ を 炎 孔 部 ト ン ネ ル ２ ３ と 炎 孔 溝 ２ ４ の 中 央 部 で 屈 折 点 ２ ９ が あ る 事 で 仕 切 板 ｙ  
を 挟 ん で 上 下 二 段 に 同 一 方 向 に 噴 出 さ れ る 様 に 形 成 さ れ た 内 炎 式 バ ー ナ ー は 図 ７ の 様 に 混  
合 気 通 路 １ ２ か ら 上 円 環 ｘ の ガ ス 流 入 口 ２ ７ か ら 噴 出 口 ２ ８ へ 通 過 し て 、 上 段 炎 ５ １ と 下  
段 炎 ５ ２ に 分 断 さ れ て 、 一 次 空 気 の 混 合 で 燃 焼 で き る 。 火 炎 外 周 炎 ５ ３ と 下 段 内 周 炎 ５ ４  
は 、 ガ ス 流 入 口 ２ ７ よ り 小 径 で あ る 噴 出 口 ２ ８ か ら 斜 め に 噴 出 す る 事 で 速 度 が 増 す 事 で 外  
周 炎 と 内 周 炎 が 二 重 の 旋 回 が 熾 る 事 で 、 ガ ス の 混 合 が 良 好 に な り 二 次 空 気 を 、 取 り 入 れ や  
す い 構 造 に 成 る 。 一 段 目 二 段 目 の 上 円 環 ｘ と 下 円 環 ｚ は 、 前 記 炎 孔 部 ト ン ネ ル ２ ３ と 炎 孔  
溝 ２ ４ が 同 一 方 向 に 側 壁 ２ ６ を 挟 ん で 連 設 す る 為 、 内 周 部 ２ １ に 対 し て 炎 孔 面 積 は 多 く な  
り ガ ス 量 を 増 や す こ と が 出 来 る 。 炎 が 斜 め 上 方 に 旋 回 し て 上 段 炎 ５ １ 、 下 段 炎 ５ ２ は 一 次  
空 気 で 燃 焼 出 来 る が 、 外 周 炎 ５ ３ 、 内 周 炎 ５ ４ は ガ ス 量 が 増 す 事 で 旋 回 が 早 く な り 外 周 炎  
５ ３ は 外 部 よ り 多 く の 空 気 を 取 り 入 れ 、 内 周 炎 ５ ４ は 旋 回 す る 事 で 、 下 部 か ら 空 気 を 取 り  
入 れ て 燃 焼 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 ２ の 構 成 に お い て 定 格 イ ン プ ッ ト 量 が 毎 時 ３ ６ ５ ０ ｋ ｃ ａ ｌ 、 で バ ー ナ ー 内 径  
が １ ０ ５ ｍ ｍ 、 定 格 イ ン プ ッ ト 量 が 毎 時 １ ３ ９ ０ ｋ ｃ ａ ｌ 、 で バ ー ナ ー 内 径 が ６ ５ ｍ ｍ に  
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対 し て 、 本 発 明 は バ ー ナ ー 内 径 ７ ０ ｍ ｍ に 対 し て 定 格 イ ン プ ッ ト 量 が 毎 時 ３ ２ ０ ０ ｋ ｃ ａ  
ｌ 、 燃 焼 さ せ る 事 が 出 来 る 。 従 来 の バ ー ナ ー 内 周 面 よ り 多 く 炎 孔 面 積 が 形 成 で き る 。 炎 孔  
部 ト ン ネ ル ２ ３ と 炎 孔 溝 ２ ４ の ガ ス 通 路 長 さ は 、 噴 出 口 面 積 に 対 し て 長 く 、 高 さ も 低 い 為  
、 ま た 炎 孔 部 ト ン ネ ル ２ ３ と 炎 孔 溝 ２ ４ の ガ ス 流 入 口 ２ ７ は 広 く 、 噴 出 口 ２ ８ は 狭 く 形 成  
さ れ 高 さ は ガ ス 流 入 口 ２ ７ と 同 一 で あ る 、 ガ ス 量 が 増 せ ば 噴 出 力 も 増 し 旋 回 速 度 も 増 す 事  
で 、 リ フ ト 、 バ ッ ク ガ ス 、 Ｃ ｏ ２ の ガ ス 燃 焼 試 験 で ク リ ア 出 来 た 。 又 、 噴 出 速 度 が 速 い か  
ら 、 ガ ス バ ー ナ ー ａ は 、 高 温 に 成 ら な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に ス テ ン レ ス で 上 フ レ ー ム ３ と 下 フ レ ー ム ８ の 間 に 円 環 ｅ を プ レ ス 加 工  
で 構 成 す る 。 ス テ ン レ ス プ レ ス 内 炎 式 バ ー ナ ー を 簡 単 に 製 作 が 出 来 る 特 徴 が あ る 。 本 発 明  
は 、 前 記 し た よ う に 構 成 し て あ る の で 内 周 部 ２ １ が 小 径 で も ガ ス 噴 出 口 の 面 積 を 多 く し て  
ガ ス を 上 下 ２ 段 の 炎 孔 部 よ り 上 段 炎 ５ １ と 下 段 炎 ５ ２ と 火 炎 外 周 炎 ５ ３ と 下 段 内 周 炎 ５ ４  
を 旋 回 さ せ て 外 部 と 下 部 か ら 二 次 空 気 が 取 り 入 れ や す く 燃 焼 が 可 能 な 内 炎 式 バ ー ナ ー で 、  
小 型 ガ ス 器 具 に も 、 内 周 部 ２ １ を 小 径 に 加 工 し て 使 用 が 可 能 に 成 る 。 従 来 の 内 炎 式 バ ー ナ  
ー よ り 小 型 で あ り 、 大 出 力 燃 焼 を 可 能 に し た 。 安 価 で ， 量 産 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】   本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 炎 バ ー ナ ー を 具 備 す る バ ー ナ ー 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】   本 発 明 に 係 る Ａ － Ａ ” 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】   本 発 明 に 係 る Ｂ － Ｂ ” 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】   本 発 明 の 内 炎 式 バ ー ナ ー の 上 円 環 ｘ ， 下 円 環 ｚ の 一 部 を 示 す 部 分 略 拡 大 斜 視 図  
で あ る 。
【 図 ５ 】   本 発 明 の 内 炎 式 バ ー ナ ー の 構 成 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】   本 発 明 の 内 炎 式 バ ー ナ ー の 円 環 ｅ の 上 円 環 ｘ ， 下 円 環 ｚ の 振 り 角 の 説 明 図 で あ  
る 。
【 図 ７ 】   本 発 明 の 内 炎 式 バ ー ナ ー の 燃 焼 状 態 を 説 明 す る 説 明 図 で あ り 火 炎 外 周 炎 ５ ３ と  
下 段 内 周 炎 ５ ４ が 内 部 に も 二 重 に 旋 回 し て 形 成 さ れ る 特 徴 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】   燃 焼 不 良 が 生 じ た 第 １ の 円 環 部 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ９ 】   円 環 部 の 振 り 角 を 示 す 説 明 図 。
【 図 １ ０ 】   円 環 部 の 振 り 角 を 示 す 説 明 図
【 図 １ １ 】   図 １ ０ の 一 部 を 示 す 部 分 略 拡 大 説 明 図 で あ る
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 内 炎 バ ー ナ ー を 具 備 す る バ ー ナ ー 斜 視 図 で あ り 図 ５ に 分 解 斜 視 図 で 示 す  
と お り 、 バ ー ナ ー ヘ ッ ド ４ と バ ー ナ ー ボ デ ィ １ １ と 、 円 環 ｅ か ら 構 成 さ れ て い る 。 上 フ レ  
ー ム ３ は 、 ス テ ン レ ス を 加 工 し て 出 来 る ガ ス バ ー ナ ー で あ り ガ ス が 燃 焼 す る の に 必 要 な レ  
ギ ュ レ タ ー １ 、 と 混 合 管 ２ 、 バ ー ナ ー ヘ ッ ド ４ 、 上 フ レ ー ム ト ッ プ ５ 、 外 周 壁 ７ 、 バ ー ナ  
ー ヘ ッ ド 内 周 部 １ ３ は 一 体 で 構 成 さ れ る 。 上 フ レ ー ム ３ に は ガ ス が 均 等 に 内 周 部 へ 回 る 様  
に 上 フ レ ー ム ト ッ プ ５ に 遮 蔽 板 １ ０ を 構 成 す る 。 下 フ レ ー ム ８ に も レ ギ ュ レ タ ー ２ ０ １ 、  
と 混 合 管 ２ ０ ２ 、 内 周 壁 ６ 、 下 フ レ ー ム ８ ， 下 フ レ ー ム 底 ９ 、 バ ー ナ ー ボ デ ィ １ １ が 一 体  
で 構 成 さ れ る 。 上 フ レ ー ム ３ 、 下 フ レ ー ム ８ 、 円 環 ｅ は 、 バ ー ナ ー ヘ ッ ド 内 周 部 １ ３ 、 と  
円 環 ｅ の 内 周 部 ２ １ 、 ３ １ ， と バ ー ナ ー ボ デ ィ 内 周 部 １ ４ が 揃 う 様 に 、 一 体 に 構 成 す る 。  
内 炎 式 バ ー ナ ー の レ ギ ュ レ タ ー １ か ら ガ ス と 一 次 空 気 を 吸 入 し て 混 合 管 ２ を 通 過 に て 混 合  
気 通 路 １ ２ か ら 円 環 部 へ 送 り 出 さ れ る 構 造 で あ る 。 遮 蔽 板 １ ０ が ガ ス の 内 周 部 よ り 均 等 に  
噴 出 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
円 環 ｅ は 上 円 環 ｘ 、 仕 切 板 ｙ と 下 円 環 ｚ と で 構 成 さ れ て い る 。 そ の 上 円 環 ｘ に は 断 面 凸 の  
炎 孔 部 ト ン ネ ル ２ ３ と 断 面 凹 形 の 炎 孔 溝 ２ ４ が 交 互 に 連 続 し て 形 成 さ れ て い る 。
　 そ の 炎 孔 部 ト ン ネ ル ２ ３ は 円 環 ｅ の 外 周 部 ２ ２ （ φ ８ ４ ｍ ｍ ） よ り 内 周 部 ２ １ （ φ ７ ０  
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ｍ ｍ ） の 上 方 且 つ 上 円 環 ｘ の 中 心 線 に 向 か っ て ２ ５ ° の 傾 斜 が 形 成 さ れ て 、 外 周 部 ２ ２ よ  
り 内 周 部 ２ １ の 内 周 径 の 中 央 に 位 置 す る 屈 曲 点 に 向 か っ て 屈 折 点 ２ ９ ま で 進 み （ 上 円 環 ｘ  
を 炎 孔 部 ト ン ネ ル ２ ３ と 炎 孔 溝 ２ ４ の 中 央 部 ） 屈 折 点 ２ ９ か ら ２ ０ ° 斜 め に 傾 斜 し て い る  
。 炎 孔 溝 ２ ３ の 外 周 測 幅 は 、 ３ ． ５ ｍ ｍ 、 内 周 測 幅 は ２ ． ８ ｍ ｍ 、 高 さ は １ ． ５ ｍ ｍ で ガ  
ス 流 入 口 ２ ７ 。 仕 切 板 ｙ は 円 環 ｅ の 外 周 部 ２ ２ （ φ ８ ４ ｍ ｍ ） よ り 内 周 部 ２ １ （ φ ７ ０ ｍ  
ｍ ） に 上 方 に 向 か っ て ２ ５ ° の 傾 斜 が 形 成 さ れ た 円 錐 環 状 で あ る 。 仕 切 板 ｙ は 上 円 環 ｘ 、  
と 下 円 環 ｚ と の 間 で 挟 持 さ れ る 事 に よ っ て 、 下 円 環 ｚ の 炎 孔 溝 ２ ４ の 上 壁 を 構 成 し 、 上 円  
環 ｘ の 炎 孔 部 ト ン ネ ル ２ ３ の 下 壁 を 構 成 す る 事 で 、 ガ ス 流 入 口 ２ ７ か ら 噴 出 口 ２ ８ ま で 連  
通 す る ガ ス 連 通 孔 が 形 成 さ れ る 。 さ ら に 、 円 環 ｅ を バ ー ナ ー ヘ ッ ド ４ と バ ー ナ ー ボ デ ィ １  
１ と の 間 に 組 み 込 む 事 に よ っ て 、 バ ー ナ ー ヘ ッ ド ４ の 内 壁 が 上 円 環 ｘ の 炎 孔 溝 ２ ４ の 上 壁  
を 構 成 し 、 バ ー ナ ー ボ デ ィ １ １ の 内 壁 が 下 円 環 ｚ の 炎 孔 部 ト ン ネ ル ２ ３ の 下 壁 を 構 成 す る  
事 で 、 上 述 し た ガ ス 連 通 孔 に 加 え て 新 た な ガ ス 連 通 孔 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
円 錐 環 状 に 連 設 さ れ た 円 環 ｅ に 外 周 部 ２ ２ よ り 内 周 部 ２ １ に 向 か っ て 炎 孔 溝 ２ ４ と 炎 孔 部  
ト ン ネ ル ２ ３ が 連 通 さ れ 各 ３ ０ 個 を 形 成 し た 。 前 記 炎 孔 部 は 、 仕 切 板 ｙ を 外 周 部 φ ８ ４ 、  
内 周 部 φ ７ ０ 、 板 厚 ０ ． ５ ｍ ｍ で 加 工 し 、 円 錐 状 の 内 周 部 ２ １ が 外 周 部 ２ ２ よ り ２ ５ ° の  
傾 斜 で 高 く 形 成 す る 。 仕 切 板 ｙ と 同 じ 形 状 か ら 凹 形 状 凸 形 状 の 炎 孔 溝 ２ ４ と 炎 孔 部 ト ン ネ  
ル ２ ３ を 形 成 す る 。 仕 切 板 幅 ７ ｍ ｍ の 中 間 ３ ． ５ ｍ ｍ ま で は 、 中 心 に 向 か っ て 直 線 で あ り  
、 中 心 点 よ り ２ ０ ° 斜 め に 傾 斜 さ せ ガ ス 流 入 口 ２ ７ 幅 は ３ ． ５ ｍ ｍ 、 噴 出 口 ２ ８ 幅 は ２ ．  
８ ｍ ｍ 、 高 さ は １ ． ５ ｍ ｍ で 形 成 し 、 凹 と 凸 が 交 合 に 成 る 様 ３ ０ 山 と ３ ０ 谷 を 全 内 周 部 に  
形 成 す る 。 前 上 部 円 環 ｘ 、 下 部 円 環 ｚ と 仕 切 板 ｙ は 、 上 下 円 環 ２ 枚 の 間 に 仕 切 板 を 形 成 す  
る 。 ガ ス 流 入 口 ２ ７ 幅 は 広 く 形 成 さ れ て い る か ら ガ ス の 流 入 が し 易 く 噴 出 口 ２ ８ は 、 狭 く  
形 成 さ れ て い る か ら 噴 出 時 に ス ピ ー ド が 上 が る 構 造 に 成 る 。 燃 焼 時 に 上 下 ２ 段 の 上 円 環 、  
下 円 環 は 上 段 炎 ５ １ と 下 段 炎 ５ ２ が 一 次 空 気 を 取 り 入 れ て 旋 回 燃 焼 す る 、 そ の 時 、 外 周 炎  
５ ３ と 内 周 炎 ５ ４ も 旋 回 さ せ て 二 次 空 気 の 取 り 入 れ を 多 く し て い る 。 さ ら に 内 周 炎 ５ ４ は  
外 周 炎 ５ ３ の 燃 焼 に よ り 上 方 に 引 き 上 げ ら れ て 起 こ る 現 象 で あ る 。 本 発 明 は 以 上 の よ う な  
構 造 で あ る 特 徴 と す る 内 炎 式 バ ー ナ ー 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の 如 く 、 実 施 例 の 内 炎 式 バ ー ナ ー は 、 外 周 部 ２ ２ よ り 内 周 部 ２ １ に 向 か っ て 屈 折 点  
２ ９ ま で 進 み 屈 折 点 ２ ９ か ら ２ ０ ° の 振 り 角 に 形 成 し て い る が 、 図 ９ の 様 に 下 段 内 周 炎 ５  
４ が 、 出 来 る 最 小 径 は １ ０ ° 以 上 で あ る の で 、 振 り 角 の 下 限 は １ ０ ° で あ り 、 ま た 図 １ ０  
の 様 に 下 段 内 周 炎 ５ ４ が 、 出 来 る 最 大 径 は ３ ０ ° 以 内 に 設 定 す る 事 に よ り ガ ス が 噴 出 口 ２  
８ か ら 噴 出 さ れ る 速 度 が 増 す 事 が 出 来 る の で 、 振 り 角 の 上 限 は ３ ０ ° で あ る 。 図 １ １ は 、  
炎 が 減 速 し な い 範 囲 で あ り 、 ３ ０ ° を 超 え る と 噴 出 口 ２ ８ の 幅 が 狭 く な り 、 燃 焼 不 良 に な  
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 多 機 種 の ガ ス 器 具 に 使 用 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ａ   ガ ス バ ー ナ ー
　 １   レ ギ ュ レ タ ー
　 ２ ０ １   レ ギ ュ レ タ ー
　 ２   混 合 管
　 ２ ０ ２   混 合 管
　 ３   上 フ レ ー ム
　 ４   バ ー ナ ー ヘ ッ ド
　 ５   上 フ レ ー ム ト ッ プ
　 ６   内 周 壁
　 ７   外 周 壁
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　 ８   下 フ レ ー ム
　 ９   下 フ レ ー ム 底
１ ０   遮 蔽 板
１ １   バ ー ナ ー ボ デ ィ
１ ２   混 合 気 通 路
１ ３   バ ー ナ ー ヘ ッ ド 内 周 部
１ ４   バ ー ナ ー ボ デ ィ 内 周 部
　 Ｘ   上 円 環
　 Ｚ   下 円 環
２ １   内 周 部
２ ２   外 周 部
２ ３   炎 孔 部 ト ン ネ ル
２ ４   炎 孔 溝
２ ５   上 部
２ ６   側 壁
２ ７   ガ ス 流 入 口
２ ８   噴 出 口
２ ９   屈 折 点
Ｙ   仕 切 板
３ １   内 周 部
３ ２   外 周 部
５ １   上 段 炎
５ ２   下 段 炎
５ ３   火 炎 外 周 炎
５ ４   下 段 内 周 炎
ｅ 、 ｆ   円 環
ｋ   炎 孔
１ ０ １   内 周 部
１ ０ ２   外 周 部
１ ０ ３   炎 孔 部 ト ン ネ ル
１ ０ ４   炎 孔 溝
１ ０ ５   上 部
１ ０ ６   側 壁
１ ０ ７   ガ ス 流 入 口
１ ０ ８   噴 出 口
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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